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マリモの発見者アントン•ザウター
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図 1 . Hichter (1881)によるザウター小伝の冒頭

マリモはオーストリア人ザウター（ Anton E. Sauter, 
1800—1881)によって1823年に発見された。 しか 

しその原著論文では著者名がただDr. v. Sauterとなっ 

ている0 そのファーストネームがAntonで、 ウイーン 

の医師であったことが木村有香博士所有の人名録で知ら 

れたものの、それ以上の事は私にわからないまま年月が 

過ぎた0 その後ウィーン大学の医学史学者Erna Lesky 
博士に照会したところ、現 地 の 「伝記辞典」（ 1874)お 

よ び 「ザルツブルク地方文化協会報」（ 1881)から9ぺ 

ージにわたるザウターの伝記をコピーしていただいたの 

で、それを中心として、この人物を紹介してみたい。

ザウターは1800年 4月 18日にザルツブルク地方のグ 

ロスザール （ Grossarl) に生まれた。父は地方の役人、 

また兄は詩人であった。少年時代にはヴヱルフヱンに家 

があり、そのころ植物の世界に心をひかれそめたという。 

この町の城のある丘に、毎年クリスマスローズ(Helleborus) 

の花が咲き、少年ァントンはその美しい光景にみとれ、 

一生この花を愛した0 7歳の時ザルツブルダへ移住し、

9歳でギムナジウム（中高校）の勉強をはじめ、11歳で 

神学校へ入学し、 1819年にグラーツへ移り、 ここで哲 

学をまなび、まもなく医学を志し1820 — 1826年にわ 

たり、ウィーン大学で医学を修めた。一方植物をよく研 

究し 18^6年 に は 「ウィーン地域の植物地理学的記述」 

という48ページの論文を出している。

1823年 8月 15日にザルツブルクの南方ピンツガウへ 

旅行し、この時にツヱラー湖( Zeller See ) の流出口 

付近で多くのマリモを発見し、これをレーゲンスブルク 

から発行されている有名な雑誌Flora第 7巻に論文とし

中 沢 信 午

(山形大学理学部生物学教室）

て発表した。

熱心な植物採集家で、また精密な観察が得意であった 

から、多くの新植物を発見した。それゆえ当時の著名学 

者とも交流があり、調査報告や論文をFlora, Hedwigia 
などによく発表した。かれの名前がついている植物も相 

当にある0 マリモ Cladophora sauteriはもちろんの 

こと、カワノリの一種Prasiola sauteri,ラン藻の一種 

Nostoc sauteri,ナズナの一種 Draba sauteri,アザ 

ミの一種Cirsium sauteri,またゼゴケの一種Sauteria 

も彼の名を付けたものである。

ザウターの最も有名な論文は「ウィーン地域の植物地 

理学的記述」（ 1826)である。そのほか「ドイツの隠花 

植物」 （ 1850 )、「上部オーストリア山岳の高山植物」

( 1850).その他があり、また1879年 に は 「ザルツブ 

ルタのフロラ」を出版し、この中で高等植物1504種、 

'セン類549種、 タイ類131種、 地衣類643種、 藻類 

300種、菌類500種について述べている。また植物標本 

として20,000点、甲虫の標本400点、そのほか蝶類の 

標本も多・有し、甲虫についてもいくつか新種を発見した。

1826年 8月 8 日に内科医師として採用され、ザルツ 

ブルクのヨハンネス病院の医師となった0つづいて1828年 

にはキッツビューエル、 1829年にはブレーゲンツの医 

師となり、 1830年には先きに彼がマリモを発見した湖 

のある町Zell am Seeの国立地方病院の医官となった。 

そして、晩年にはザルツブルクへもどり、 1881年 4月 

6 日に国立病院において没した。それは、肋膜炎が治っ 

た予後の衰弱によるという。
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